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DEGAS 2を用いたTPD-SheetIVシートプラズマにおける
分子イオン生成に関する研究

Study on molecular ion production in TPD-SheetIV plasma

with DEGAS 2
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DEMO炉および商用炉において、ダイバータ部には数十MWの熱負荷が加わると予想される。このような
熱負荷を除去しダイバータ板を保護するためには、デタッチプラズマの安定化は必須であり、プラズマの再結
合過程の解明が重要である。ダイバータ模擬装置TPD-SheetIVでは、ダイバータのターゲット構造がデタッ
チプラズマの形成に与える影響について実験的に調べられた [1]。デタッチプラズマ状態において分子イオン
が存在することが発見された。理論的にはモンテカルロコードDEGAS 2[2]を用いて、TPD-SheetIVでの中
性粒子分布を計算し、Hollmannの分子イオンの計算モデル [3]により、分子イオン分布についても導出をし
た [4]。しかし、この計算においては振動励起状態の分子と分子イオンの寄与は考慮されていない。衝突輻射
モデル [5]は、各準位への流入・流出を考えたレート方程式を解いて励起原子密度を導出する理論である。本
研究では、この衝突輻射モデルを拡張し、励起原子と分子イオンとの相互変換を取り入れた。励起準位 pの
原子の密度N(p)の時間変化は次式で表される。ここで、右辺最後の項は、新しく追加した分子イオンH+

2 の
解離性再結合の寄与を表す。
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この拡張された衝突輻射モデルを用いることで、(H+
2 やH+

3 )の密度 (N2、N3)のより正確な評価が可能とな
る。本研究は核融合科学研究所の LHD計画共同研究 (NIFS12KOBF024)の援助を受けている。
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